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株式会社沖電気カスタマアドテック
業務アプリケーション統合基盤構築事例

全国1200名の業務をモバイルで効率化
DataSpiderをEAIハブに使った業務基盤

お客様導入事例 ITサポートサービス業

OKIグループでITサポートサービスを手掛ける株式会社沖電気カスタマアドテックでは、業務全般を支えるITインフラ
を根幹から刷新、スマートフォンを全面的に採用してカスタマーエンジニアの活動を大幅に効率化しました。10年間使
い続けられるよう統合された基幹DBと、環境の変化に対応できる業務アプリケーション、そして発展著しい端末環境、
それぞれのライフサイクルの差を吸収するため、自社開発のユビキタスプラットフォームとともに、DataSpiderが活用
されています。

解　決

環境の変化に対応しつつ、今後10年間使える基盤を構築したかった

自社開発のモバイル基盤とDataSpiderで
基幹DB、業務AP、端末のライフサイクルの差を吸収

課　題

社内の業務基盤を統合しつつ、ライフサイクルの差を吸収する

　株式会社沖電気カスタマアドテック（略称OCA）はOKIグループの

一員で、主に情報通信関連のサポートサービス事業を手掛けてい

ます。全国に約250拠点のサービス網を展開、総勢約1200名のカス

タマーエンジニア（以下、CE）が、グループの製品・ソリューションを

含むマルチベンダー環境のサポートを提供しています。OCAでは

2010年10月、「@スマートCEシステム」と名付けられた全く新しい業

務基盤の運用を開始しました。このシステムはCEの活動を支援する

だけでなく、バックオフィスも含め社内の業務のほぼ全てを網羅し

ており、基幹データベースと業務アプリケーション、そして端末環境

のそれぞれのライフサイクルの差を吸収する設計が大きな特徴で

す。それを可能にしたのが、OCAの開発したモバイルプラットフォー

ムと、EAIハブとして使われているDataSpider Servistaです。

■ 本　社
■ 資本金
■ 代表者

東京都江東区木場2-7-23
20億5000万円
代表取締役社長　入谷百拡

■ 従業員
■ 設　立
■ 売上高

2500名
1992年8月
556億円
（2010年3月期）

お 客 様 情 報

株式会社沖電気カスタマアドテック
www.oca.co. jp

DataSpider®   販売・導入サポート支援

株式会社アテネコンピュータシステム
http://www.athene-cs.co. jp/

東京都中央区銀座3-9-4 第一文成ビル5F■ 本　社

ソリューション事業部
TEL:03-3543-3811　E-Mail :dataspider@athene-cs .co. jp

事業部

DataSpider  に関するお問い合わせ窓口



スマートフォン画面イメージ

実施作業詳細確認 進捗を逐次・リアルタイムに登録通知

OCAのCEは、スマートフォンやタブレット端末を使って「@スマートCEシステム」を利用しています。
CEが端末を操作したり電話しなければならない場面をできるだけ減らすよう数々の工夫が凝ら
されているほか、現場が圏外となる場合に備えて必要な情報のみを端末に保存し、必要のなく
なった情報を自動的に消去するなど、使い勝手やセキュリティに配慮した設計です。

「真のオンライン化」を実現、今後はエンドユーザーの手によるBPMにも挑戦
　@スマートCEシステムのトランザクションは、1日に5万～8万にもの
ぼるそうです。その中でEAIハブという重要な役割を担っている
DataSpider Servistaは、64bit版が使われています。このトランザクショ
ン数の多さは、「真のオンライン化」にあると松浦氏は言います。「我々
が手掛けているサポートサービス業務では、いかにCEの無駄な時間を
省くかが重要な課題です。そのために、すぐ起動するスマートフォンを
採用し、端末を持った時点で社内ネットワークにオンラインとなるよう
にしたのです。」（松浦氏）@スマートCEシステムでは、CEを現場にアサ
インする際には端末の位置情報を活用、現場へ向かうCEの端末には作
業指示や必要な技術情報・履歴情報などを転送、そして現地では作業
状況を簡単なタッチ操作で登録・通知できるようになっています。CEに
とっては保守作業以外の業務負担が大幅に軽減され、アサインに要す
る時間や故障復旧に要する時間も短縮できたのです。そしてOCAでは
今後、このシステムのさらなる使いこなしを図っています。「近い将来、
BPMに取り組む計画です。それが実現すると、当初に描いていた絵が、
ほぼ完成するのです。ユーザーの手で業務プロセスを組み上げる際、

DataSpider Servistaが文字通り情報のハブとして役立つはずです。また、
DataSpider BPMの活用も検討しており、可能なら一部で試行してみたい
と考えています。」（松浦氏）

株式会社沖電気カスタマアドテック

株式会社アプレッソ
開発・販売元

〒112-0014　東京都文京区関口1-20-10　住友不動産江戸川橋駅前ビル2F

（代表）

お問い合わせはこちら

APPRESSO、APPRESSO ロゴ、DataSpider、DataSpider マーク Servista、Servista ロゴ、アプレッソ、サービスタ、データスパイダーは、株式会社アプレッソの商標または登録商標です。
その他の会社名、製品名、サービス名等は、各社の商標または、登録商標です。この事例リーフレットは、2011年2月に実施した取材内容に基づいて作成しています。

DataSpiderをEAIのハブとして採用、業務アプリケーションの入れ替えを可能に
　候補となった2製品から最終的に選ばれたのが、DataSpider Servista
です。「2つの製品には一長一短ありますが、DataSpider Servistaを選
んだ決め手はアーキテクチャがシンプルであることです。もう一方の製
品は多機能な反面、構成が複雑で、運用は大変だろうと考えたのです。
また、DataSpiderは過去にも社内で使っており、その実績も評価のポ
イントとなりました。」（松浦氏）DataSpider Servistaが担う役割は、基
幹データベースが持つ多種多様なデータと、数々の業務アプリケー
ションとを結ぶハブです。これによって業務アプリケーションの柔軟な

入れ替えを可能とし、いわゆるEAI（Enterprise Application Integration）
を実現した形になっています。EAIの実現には、名寄せなどの"作法"を決め
たり、ツールを作り上げるなどの苦労が伴ったといいますが、DataSpider 
Servistaの使いこなしに関しては、特に問題はなかったようです。「代理店
の株式会社アテネコンピュータシステムから講師を招いて、開発スタッフ
に1～2週間の教育をしてもらったほかは、アプレッソの「DataSpider実践
入門」を参考にしただけです。それだけでできてしまいましたね。」と、松浦氏
はDataSpider Servistaの使い勝手を評価しています。

基幹系の統合と、変化の著しい端末などの環境変化への追随が課題
年間に渡って対応できる基盤として作られる基幹系データベース、企業を
取り巻く環境変化に応じて改良を加えたり新たに追加されることが考えら
れる業務アプリケーション、そして早ければ2～3年で入れ替わってしまう
PCやスマートフォンなどの端末環境、それぞれのライフサイクルの差を吸
収することが不可欠です。「端末環境と業務アプリケーションとの間は、自
社で開発した『ユビキタスプラットフォーム』により、端末やキャリアの違い
を吸収するようにしました。」と語るのは、OCA ITシステム本部 担当部長の
松浦健豪氏。一方、基幹データベースと業務アプリケーションの間にも、変
化を吸収するためのハブとなる存在が必要となります。「今回はシステム
全体を完全に作り直すことから、ハブとして使うツールもゼロベースで検
討し、最終的には2製品が残りました。」（松浦氏）

　@スマートCEシステムの開発プロジェ
クトがスタートしたのは2008年4月のこ
とでした。1999年から使われていた旧
システムを置き換え、今後10年間使える
基盤を目指したといいます。その最大の
命題は「経営基盤の強化」。具体的には、
「従来は3つに分かれていた基幹系デー
タベースを統合して一元管理するこ
と」、「将来的な環境の変化に追随でき
る設計であること」が求められていまし
た。変化への追随を可能にするには、10

株式会社沖電気カスタマアドテック
ITシステム本部
担当部長

松浦健豪氏

お客様導入事例 ITサポートサービス業



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


